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研究成果の概要：　サーベイメータは汚染検査で使用される放射線測定機器であるが、対象物からの距離が離れ
る又は検出器の移動速度が速くなると、測定値が小さくなり汚染の見落としや過小評価につながるため、光と音
を利用した改善方法を検討した。
　光の広がり・角度やメトロノームのテンポを利用することで、サーベイメータの検出部の移動速度や対象物か
らの距離を測定中に確認・調整できるようになった。同じ目線・位置から、対象物との距離・移動速度を同時に
把握できるようにし、また、個人の感覚（時間・距離）の影響を少なくしたことで、測定精度の改善が見られ
た。

研究分野：放射線測定・放射線教育

キーワード： 放射線測定　放射線教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　サーベイメータによる汚染測定の際は、できるだけ時間をかけずに汚染状況を正しく評価できるように、検査
対象とする範囲・面に対して一定の距離を保ちながら（対象物に触れてはいけない）、一定の速度でサーベイメ
ータの検出部分を移動させる必要がある。実際の現場には時間・距離の目安になるものが無いため、この調整が
難しく、条件からずれていても客観的に分からないことが問題であった。本研究により誰もが同じ条件で測定で
きるようになり、汚染の見落としや過小評価の減少につながると考える。
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１．研究の目的 
サーベイメータは緊急時の汚染検査で使用される放射線測定器である。測定の際は、できるだ

け時間をかけずに汚染状況を正しく評価できるように、検査対象とする範囲・面に対して一定の
距離を保ちながら一定の速度（例：距離１ｃｍ、移動速度：５ｃｍ／秒）でサーベイメータの検
出部分を移動させる必要がある。しかし、測定者一人で、対象物との距離（タテ位置の把握）と
移動速度（ヨコ位置と時間の把握）を同時に正しく維持することは、簡単そうに思えるが、実は
なかなか難しい。実際の現場には時間・距離の目安になるものが無いため、個人の感覚（時間・
距離）のみを基準にした測定では、指定された測定距離よりも遠く、かつ移動速度が速くなるこ
とがある。それに伴って測定値は小さくなるため、汚染の見落としや過小評価につながる。誰も
が正しい条件で測定できる技術が身に付くシステムを構築する必要があると考え、本研究では、
実践に則した放射線測定技術を習得するための音と光を利用した新たな支援教材を開発するこ
とを目的とした。 
 
２．研究成果 
（１）対象物からの距離 
サーベイメータの検出器に付加体を取り付け検査対象物に密着させて、そこからの距離を一

定に保つ方法では、付加体が汚染する可能性がある。付加体が汚染した場合は、そこから汚染を
拡げたり、汚染がない場所を汚染していると間違えたりする原因になる。従って、付加体を検査
対象物に密着させて測定する方法は使えないため、非接触での方法を検討した。 
そこで、サーベイメータに光源と絞りを取り付け、光の広がり・角度を利用して、目的とする

対象物からの距離（例：１ｃｍ）に光の交点が来るように設定した。 
① 検査対象物が水平面である場合、サーベイメータの検出器の検出面を検査対象物に対し平

行（水平）にする。検出器に取り付けた光源Ａを検出面に対して直角（鉛直方向）に設定し
た。 

② 光源Ａからの光が、検出面から目的とする対象物からの距離（例：１ｃｍ）を交点ａとし
た。 

③ 別の位置に光源Ｃを用意し、交点ａに光が照射するように角度を設定した。 
これにより、対象物からの距離の“ずれ”が明確になり、測定中に正しい距離に調整すること

も可能になった。また、ヨコの位置から確認していた対象物からの距離を、タテの位置からでも
把握できるようになった（図１）。 
光源Ａに絞りを取り付けることで、交点ａに同心円状の光の輪が出現した。これにより、検出

器の面が検査対象物と平行であるか否かを判断できるようになった（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

図１ 対象物との距離と光の交点の関係 

 

図２ 測定対象物上に出現させた 

同心円状の光の輪 

 

 

 

                   図３ 対象物からの距離の精度 

 
・システムの追加により、「対象物からの距離」 

の精度が向上した。（図３） 
 

 



（２） 検出器の移動速度 
移動速度については、「単位時間に移動する幅」と「単位時間」に分けて設定した。「単位時

間」についてはシステムの構造上の自由度を向上させるため、メトロノーム（音・テンポ）を
利用する方法を検討した。また、「単位時間に移動する幅」については、「（１）対象物からの距
離」と同様に、付加体を検査対象物に密着させて測定する方法を使えないため、非接触での方
法を検討した。 
 そこで、検査対象物上に２つの光の交点が発生するようにし、２つの光の交点間の距離(Ｗ)
に対して、目的とする移動速度（例：５ｃｍ／秒）になるようにテンポを設定した。 
① 検出器に取り付けた光源Ｂを検出面に対して直角（鉛直方向）に設定した。 
② 光源Ｂからの光が、検出面から目的とする対象物からの距離（例：１ｃｍ）を交点ｂとし

た。 
③ 交点ａと交点ｂの２つの光の交点間の距離（Ｗ）に対して、目的とする移動速度（例：５

ｃｍ／秒）になるようにテンポを設定した。（図４） 
（例：９ｃｍ／１．８秒：ＢＰＭ＝１００（１分間に１００拍の速さ）で３拍分。） 
これにより、単位時間毎に移動させる距離が明確になり、測定中に正しい移動速度に調整す

ることが可能になった。システムの追加により、「移動速度」の精度が向上した。（図５） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

図４ システム概略             図５ 移動速度の精度 

 

サーベイメータの検出部分を「なめらかに移動さ

せる場合」と「単位時間ごとに一気に移動させる

場合」の比較調査 

・テンポに合わせて刻む移動幅が大きいほど、測  

定値のばらつきが大きくなった（図６）。移動 

幅を検出器の検出面の幅の半分以下にすること  

で、測定値のばらつきを、なめらかに移動させ  

る場合と同程度に縮小することができた。（本 

研究で使用した検出器の検出面は直径５ｃｍ) 

図６ 測定値への影響（移動条件） 

 

（３） まとめ 

① 個人の感覚（時間・距離）の影響を少

なくしたことで、測定精度の改善が見

られた。（図７） 

② 同じ目線・位置から、対象物との距

離・移動速度を同時に把握できるよう

にした。視点を検査対象物上の２点に

絞ったことにより、目線の上下移動が

なくなり、安定して測定できるように

なったと考えられる。               

③ 移動距離に対応したテンポを設定する       図７ 測定値の精度 

システムであるため、次の様な事項に 

対しても自由にシステムを作ることが 

できる。 

・サーベイメータの検出器の形状・大きさが異なる。 

・移動速度の設定を変更したい。 

・対象物からの距離の設定を変更したい。 
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